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劣化した RC 床版を取替える際，プレキャスト床版がよく用いられ，スタッドグループ配置も適用されるが，

この場合，プレキャスト床版に箱抜き部を設け，無収縮モルタルなどで鋼桁とプレキャスト床版を一体化する．

本研究では，スタッド配置間隔などの異なる合成はり試験体の静的載荷試験を行い，スタッドグループ配置を

含む 4つの試験体の挙動を比較した．その結果，各はり試験体の載荷点の下フランジ降伏時に，断面平面保持

は成立しないが，この荷重段階において各スタッド位置の相対ずれ変位は使用性の限界状態に達していないこ

とを確認した．また，スタッドの本数を減少させたはり試験体においても，その曲げ耐力は全塑性モーメント

の理論値にほぼ一致することから，スタッドグループ配置の合成はりではスタッド本数を減らせる可能性が確

認された．
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1. はじめに

既設道路鋼桁橋の鉄筋コンクリート床版（以下，RC

床版）の経年劣化が問題となっており，種々の方法で

補修が行われている事例も多い．しかし，RC床版の

劣化損傷が激しい場合には，RC床版を取替えること

が必要となる．既設橋の RC床版を取替える場合には，

高品質で施工期間の短縮が図れることからプレキャス

トコンクリート床版（以下，PCa床版）を利用する場

合が多い．さらに，鋼桁橋が合成桁の場合には，鋼桁

と PCa床版間の合成効果を確保する必要があるため，

ずれ止め配置に対しても配慮しなければならない．こ

の場合，鋼桁と PCa床版間に十分な合成効果を確保す

るため，PCa床版に箱抜き部を設けスタッドをグルー

プ配置する場合もある．

PCa床版とグループスタッドの配置を有する合成桁

あるいは合成はりに関する実験的研究はこれまであま

り行われていない．その中で，大久保ら1)はスタッド

をグループ配置した合成はりの正曲げおよび負曲げ載

荷実験を行い，スタッドをグループ配置した合成はり

の挙動がスタッドを通常配置した合成はりの挙動と同

等であることを確認している．著者ら2)も，箱抜き部

を有する PCa床版とスタッドをグループ配置した鋼は

りを無収縮モルタルにより一体化した合成はり試験体，

およびスタッドを等間隔に配置した鋼はりに場所打ち

床版で一体化した合成はり試験体の静的載荷実験を行

い，両者の挙動を詳細に比較した結果を得ている．

しかし，PCa床版を用いる場合，プレストレストコ

ンクリート床版を用いることが前提であるため，合成

はりとして必要なスタッドの本数を考慮して，スタッ

ドのグループ配置に対応した PCa床版の箱抜き部の大

きさと PC鋼棒の配置間隔を適切に決定することが必

要である．さらに，PC鋼棒の配置の観点からはグルー

プスタッド配置のための箱抜き部をできるだけ減らす

ことが望ましい．一方，グループスタッド配置のため

の箱抜き部を減少させることが，合成効果の低下を招

き合成はりとして必要な性能を低下させる懸念もある．

そこで本研究では，スタッドが等間隔に配置された

場所打ち床版を有する合成はりとスタッドグループ配

置でPCa床版を有する合成はりの模型試験体を作製し，

静的載荷実験を行った．その結果から，PCa床版を有

(6)
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図–1 試験体 RC-UGS側面図

図–2 試験体 PCa-GS1および PCa-GS2m側面図

図–3 試験体 PCa-GS3m側面図

表–1 試験体のスタッド配置，床版作製方法

試験体名 スタッド配置 床版 モルタル層

RC-UGS 等間隔配置 場所打ち -

PCa-GS1 グループ 8 箇所 プレキャスト なし

PCa-GS2m グループ 8 箇所 プレキャスト あり

PCa-GS3m グループ 6 箇所 プレキャスト あり

する合成はりにおいて，グループスタッド配置数を変

化させた場合の合成はりの挙動を，耐荷性および使用

性の限界状態に着目して検討した．さらに，スタッド

を通常の一段に配置した押抜き試験体，およびはり試

験体に対応させてスタッドをグループ配置した押抜き

試験体の静的載荷試験を行い，合成はり試験体中のス

タッドの挙動と押抜き試験体中のスタッドの挙動の比

較を試みた．

2. 合成はり静的載荷試験

(1) 概要および試験体の種類

本研究に用いた試験体は，図–1～図–3 に示すよう

に，全長 4200mm，支間長 4000mmの合成はり試験体

である．試験体は 4体作製し，それぞれ表–1に示すよ

うな名称を付した．RC-UGSはスタッドを等間隔で配

置し，鋼はりの上に直接コンクリートを打設した試験

体であり，グループスタッド配置の試験体との比較のた

めに作製した．PCa-GS1および PCa-GS2mはグルー

プスタッドを 6本ずつ 550mm間隔で全長に 8箇所配

置した合成はり試験体である．グループスタッド用の

箱抜き部を有する PCa床版は別に作製し，載荷試験の

約 2週間前に無収縮モルタルによって鋼はりと一体化

させた．また，PCa-GS3mはグループスタッドの配置

間隔による影響を確認する目的で，グループスタッド

の間隔を 725mm間隔で全長に 6箇所配置した試験体

である．なお，PCa-GS1では上フランジと PCa床版

の間にモルタル層は設けていないが，PCa-GS2mおよ

び PCa-GS3mでは上フランジと PCa床版の間に厚さ

3mm程度のモルタル層を設けている．

これらの試験体の断面形状を図–4に示す．床版は幅

400mm，厚さ 120mm，鋼はりの高さは約 400mmの断

面形状で，床版内にはD13の軸方向鉄筋を 8本配置し

た．ずれ止めとして，径 16mm，高さ 90mmのスタッ

ドを 2列に配置した．スタッドを等間隔に配置した場所

打ち床版を有するRC-UGSでは，全塑性モーメントに

達するまで鋼部材は座屈しないように断面諸元などを

決定した．したがって，鋼はり下縁が降伏した後にRC

床版上縁がコンクリートの終局ひずみに達して破壊す
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表–2 使用材料特性値

合成はり試験体 RC-UGS PCa-GS2m
PCa-GS1 PCa-GS3m

鋼はり上フランジ・ウェブ降伏強度 429N/mm2 380N/mm2

鋼はり下フランジ降伏強度 410N/mm2 396N/mm2

コンクリート圧縮強度 36.1N/mm2 34.9N/mm2

コンクリート引張強度 3.3N/mm2 3.3N/mm2

コンクリート静弾性係数 28.0kN/mm2 29.0kN/mm2

頭付きスタッド降伏強度 290N/mm2 395N/mm2

橋軸方向鉄筋降伏強度 353N/mm2 343N/mm2

表–3 合成はり試験体の無収縮モルタル圧縮強度

試験体名 材齢 圧縮強度

PCa-GS1 17日 72.0N/mm2

PCa-GS2m 15日 59.3N/mm2

Pca-GS3m 15日 61.9N/mm2

図–4 はり試験体断面 図–5 グループスタッド部上

面図

ると予想される．また，合成はりとしてのずれ止め剛

度（490～1960MN/m/m）4)を有し，全塑性モーメン

ト時にスタッドに作用するせん断力がそのせん断耐力

より小さくなるように，橋軸方向の配置間隔を 150mm

とした．

これに対して，PCa床版を有する PCa-GS1，PCa-

GS2mでは，RC-UGSとスタッドの総数が同程度とな

るように 6本ずつのグループスタッドを 550mm間隔で

8箇所配置し，PCa-GS3mでは，相対的にスタッドの

配置数を減少させる目的で上述のような 725mm間隔

で 6箇所配置とした．PCa床版箱抜き部の詳細を図–5

に示す．なお，鋼はりの上フランジ面にはグリース塗

布などの処理は行っていない．

4体の試験体に使用した材料の特性値を表–2に示す

が，材料の特性値は試験体ごとに異なっている．なお，

無収縮モルタルの圧縮強度はそれぞれの載荷試験実施

時に確認しており，その結果を表–3に示す．

(2) 試験方法

載荷試験時には，図–1～図–3に示すように支点間距

離が 4000mmとなるように試験体を単純支持し，支点

間 1/3点に集中荷重を載荷した．載荷方法は漸増繰返

し載荷とし，それぞれのサイクルのピーク荷重を 100，

200，300，400，500kNおよびずれ止め位置で計測し

たずれ変位の最大値が 0.6mm程度となる荷重を目安と

して載荷除荷を繰り返した後，床版が圧壊し荷重が低
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図–6 荷重－たわみ関係

下するまで荷重を増加させた．

(3) 測定項目

載荷実験では，載荷点におけるたわみ，コンクリー

ト床版と鋼はり間の水平ずれ変位，鋼はりおよび床版

内鉄筋のひずみ，スタッド中央高さのひずみなどを測

定した．載荷点部たわみはダイヤルゲージ型変位計を

用いて測定した．コンクリート床版と鋼はり間の水平

ずれ変位は図–1～図–3に示している位置で，各試験体

8箇所または 6箇所で高感度変位計を用いて計測した．

鋼はりおよび床版内鉄筋のひずみは断面平面保持の状

況を確認するために，載荷点位置など数か所の断面に

おいて鋼はり上下フランジとウェブおよび鉄筋にひず

みゲージを貼り付け，ひずみを測定した．また，スタッ

ドの中央高さに橋軸方向で挟み込むようにひずみゲー

ジを 2枚貼付し，ひずみを測定した．

(4) 合成はり試験体の実験結果および考察

a) 荷重－たわみ関係

載荷点における荷重－たわみ関係を図–6 に示す．

PCa-GS1では荷重 613kN程度で，載荷点付近の床版に

せん断斜めひび割れを生じて急激に荷重が低下し，そ

の後載荷を続け，626.3kNで最大荷重となった．この原

因として，床版設置時に載荷点付近の床版下縁と鋼は
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図–7 鋼はり下フランジ降伏時ずれ変位分布

り上フランジの間に 1～2mm程度の隙間があったため，

その部分の床版がせん断破壊した後に隙間が狭まって，

その後も荷重が増加したものと考えられる．この対策と

して後に作製した PCa-GS2mと PCa-GS3mでは前述

のようにモルタル層を設けることによって，せん断破壊

による急激な荷重低下を防ぐことができた．また，PCa

床版を有する試験体では，荷重 400kN程度までの初期

勾配はほぼ一致しており，同程度の合成効果を有する

と言える．しかし，荷重 400kN時のたわみをRC-UGS

のたわみと比較すると，PCa-GS1，PCa-GS2m，PCa-

GS3mにおいて，それぞれ 13.9%，26.8%，27.3%大き

い．この理由は，場所打ち床版を有する合成はりとPCa

床版を有する合成はりで，RC床版下面と鋼フランジ

上面の間の付着の程度が異なるためと考えられる．

それぞれの試験体の最大荷重は，RC-UGS で

755.0kN，PCa-GS1 で 626.3kN，PCa-GS2m で

723.3kN，PCa-GS3mで 711.9kNであった．RC-UGS

が最も耐力が大きく，PCa-GS2mと PCa-GS3mはほ

ぼ同程度の耐力となった．なお，材料強度を考慮した各

試験体の全塑性モーメントの理論値はRC-UGSおよび

PCa-GS1 で 743kN，PCa-GS2m および PCa-GS3m

で 698kNである．PCa-GS1を除き，各試験体の曲げ

耐力は理論値より 1.6%～3.6%程度大きい．理論値と

比較しても極端な強度低下はないことから，グループ

スタッドの配置数を 8箇所から 6箇所に低減しても同

程度の耐力を期待できる可能性があると考えられる．

b) 橋軸方向ずれ変位分布

各試験体の鋼はり下フランジ下縁降伏時および最大荷

重時におけるずれ変位分布を比較する．ここでは鋼はり

の下フランジ下縁降伏時を使用性の限界状態と考え，ま

た，最大荷重時を耐荷性の限界状態と考え，その時の上

述の挙動を確認する．なお，それぞれの試験体の鋼はり

下フランジ下縁降伏時の荷重は，RC-UGSで 453.8kN，

PCa-GS1で 474.7kN，PCa-GS2mで 402.8kN，PCa-

GS3mで 415.0kNとなり，前者 2体の荷重の方が，後

者 2体より大きい．これは，おもに表–2に示すように

0 2000 4000

0

2

4

6

8

R
el

at
iv

e 
sl

ip
 (

m
m

)

Location (mm)

RC-UGS

PCa-GS1

PCa-GS2m

PCa-GS3m

図–8 最大荷重時時ずれ変位分布

鋼はりを構成する鋼材の材料強度の差異によるものと

思われる．

図–7 に鋼はり下フランジ下縁降伏時の橋軸方向の

床版と鋼はり間のずれ変位分布を示す．縦軸はずれ変

位を表し，横軸は左側支点からずれ変位計測位置まで

の距離を表している．なお，図において鋼はりに対し

てコンクリート床版が左側に移動する方向を正の値と

している．複合構造標準示方書3)によると，ずれ変位

0.4mmを使用性の限界状態の目安と考えているが，い

ずれの試験体においてもこの荷重段階におけるずれ変

位は 0.4mm以下となっている．また，グループスタッ

ドの配置数を減らしたPCa-GS3mの最大ずれ変位も他

の試験体の結果とほとんど変わらない．

一方，図–8に最大荷重時のずれ変位分布を示す．載

荷点の左側において，グループスタッドの配置数を減

らした PCa-GS3m のずれ変位は他の試験体より顕著

に大きく，後述の対応する押抜き試験時の最大せん断

力時のずれ変位に達している．つまり，この試験体に

おいては，はりとしての耐荷性の限界状態とスタッド

の耐荷性の限界状態がほぼ同時に生じていると言える．

なお，この PCa-GS3m試験体において，実験終了後に

載荷点左側の箱抜き部周辺のコンクリート床版に橋軸

方向のひび割れが確認された．これに対して，スタッ

ドの総数が同程度である RC-UGSと PCa-GS2mのず

れ変位分布は近似しており，最大ずれ変位は対応する

押抜き試験時の最大せん断力時のずれ変位よりも小さ

い．なお，PCa-GS1では，最大荷重が比較的小さかっ

たため，ずれ変位は他の場合よりも全体的に小さい値

である．

c) はり高方向ひずみ分布

鋼はり下フランジ降伏時におけるはり高方向ひずみ

分布を図–9に示す．計測位置は，PCa-GS2mでは載荷

点から右側に 134mm位置の断面であり，その他の試

験体では載荷点位置である．図の縦軸は下フランジ下

縁からの距離，横軸はひずみを表している．鋼はり下

縁のひずみは材料の降伏強度に対応した降伏ひずみ約
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図–9 下フランジ降伏時 はり高方向ひずみ分布
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図–10 最大荷重時 はり高方向ひずみ分布

表–4 押抜き試験体の種類およびせん断耐力

試験体名 スタッド コンクリート モルタル モルタル圧縮強度 せん断耐力 試験体
配置 ブロック 層 （材齢） 設置方法

UGS-F 1段配置 場所打ち － - 122.8kN 固定支持

UGS-M 1段配置 場所打ち － - 91.7kN 可動支持

GS-F 3段配置 プレキャスト なし 68.2N/mm2（15日） - 固定支持

GS-M 3段配置 プレキャスト なし 69.7N/mm2（16日） 74.7kN 可動支持

GSm-F 3段配置 プレキャスト あり 60.0N/mm2（14日） 84.6kN 固定支持

GSm-M 3段配置 プレキャスト あり 60.0N/mm2（14日） 75.0kN 可動支持

2000×10−6に達している．この図から，どの試験体に

おいても鋼はり部分と床版部分の断面平面保持は成立

しておらず，不完全合成状態にあるが，特に，スタッ

ドの配置数が少ないPCa-GS3mにおいて，床版部分と

鋼はり部分のひずみ分布のずれが最も大きい．このこ

とから，スタッドの配置数が荷重－たわみ関係や同荷

重時の長手方向ずれ変位分布に及ぼす影響は小さいが，

はり高方向ひずみ分布に及ぼす影響は大きいことがわ

かる．

一方，最大荷重時における同位置でのはり高方向ひ

ずみ分布を図–10に示す．この場合，PCa-GS1の結果

を除いて，鋼はり下縁のひずみは約 2000×10−6を超え

ており，また，床版内の上段鉄筋のひずみはコンクリー

トの圧縮強度に相当する約 2000×10−6以上となってい

る．つまり，このはり高方向のひずみ分布は耐荷性の

限界状態に対応している．また，使用性の限界状態時

に比較して，床版部分と鋼はり部分の断面平面保持の

ひずみ分布からのずれが大きく，特に，PCa-GS3mで

その傾向が顕著に見られる．

3. 静的押抜き試験

(1) 概要

合成はり試験体に用いたスタッドのせん断耐力やせ

ん断力－ずれ変位関係を確認するためにスタッドの静

的押抜き試験を行った．スタッド等間隔配置とグルー

プ配置の合成はり試験体に対応させて，スタッド 1段

配置の試験体と 3段配置の試験体を作製した．また，モ

ルタル層を有する合成はり試験体に対応したスタッド

3段配置でモルタル層を有する押抜き試験体も作製し

た．試験方法は，日本鋼構造協会より提案されている

押抜き試験方法案5)によるものと，島6)が提案する新し

い押抜き試験方法によるものの 2種類の方法に従った．

(2) 試験体の種類

ここでは，RC-UGSに対応させてスタッドを 1段に配

置した試験体を 2体，PCa-GS1に対応させてスタッド

を 3段に配置しモルタル層のない試験体を 2体，PCa-

GS2mおよびPCa-GS3mに対応させてスタッドを 3段

に配置しモルタル層を有する試験体を 2体，合計 6体の

押抜き試験体を作製した．押抜き試験体の種類を表–4

に示すが，試験体名については以下の (3)で説明する．

押抜き試験体のコンクリートブロックおよび T鋼は，

合成はり試験体のコンクリート床版と鋼はり上フラン

ジの寸法に一致させた．スタッド 1段配置の試験体で

は，スタッドが正立した状態でコンクリートを打設し

た．一方，スタッド 3段配置の試験体では，箱抜き部を

有するコンクリートブロックを事前に作製し，スタッ

ドを正立させた状態で箱抜き部に無収縮モルタルを打

設した．この際，モルタル層を有する試験体では，T

鋼とコンクリートブロックの間に 3mm程度の無収縮
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図–11 固定支持試験方法（スタッド一段配置の場合の例）

図–12 可動支持試験方法（スタッド 3段配置の場合の例）

モルタルの層を設けた．その後，載荷試験前に 2つの

T鋼のウェブ部分を溶接により一体化して押抜き試験

体の形状とした．また，合成はり試験体に対応させて

コンクリートと接触する鋼部材フランジ面にはグリー

スを塗付するなどの処理は行っていない．

スタッド 1段配置の試験体の例を図–11に示し，箱

抜き部を有しスタッド 3段配置の試験体の例を図–12

に示す．

(3) 試験方法

スタッド 1段配置のUGS-Fおよびスタッド 3段配置

のGS-F，GSm-Fは，日本鋼構造協会の頭付きスタッド

の押抜き試験方法 (案)5)に準拠して行うものとし，図–

11に示すように載荷面と支持面が平行になるように，

調整用のセメントペーストを敷き，その上に押抜き試

験体を載せ水平を確保した．一方，UGS-M，GS-Mお

よび GSm-Mでは，図–12に示すように島6)が提案す

る回転および水平移動が可能な支承を用いて試験体を

単純支持した．このとき，回転支点として丸鋼の上に

0 5 10
0

50

100

Relative slip (mm)

S
h
ea

r 
fo

rc
e 

(k
N

)

UGS-F

UGS-M

GS-M

GSm-F

GSm-M

図–13 せん断力－ずれ変位関係

鋼板を載せ，その上に調整用のセメントペーストを敷

き，試験体を設置した．また，支承の水平移動によるH

鋼部材とコンクリートブロックとの開きを抑制するた

めにコンクリートブロック下部に全ねじと溝形鋼を用

いた開き止めを設けた．載荷実験に際しては，ずれ変

位が 2mmまでは荷重制御による漸増繰返し載荷とし，

それ以降は，変位制御による単調載荷を行った．なお，

押抜き試験体に使用した材料の特性値は対応する合成

はり試験体の材料特性値と同じであり，表–2に示して

いる．つまり，押抜き試験体UGS-F，UGS-M，GS-M

の特性値ははり試験体 RC-UGS，PCa-GS1 の特性値

と同じであり，押抜き試験体GSm-F，GSm-Mの特性

値ははり試験体 PCa-GS2m，PCa-GS3m の特性値と

同じである．また，無収縮モルタルの圧縮強度はそれ

ぞれの押抜き試験実施時に測定しており，その結果は

表–4に示している．

(4) 測定項目

押抜き試験では，載荷荷重，コンクリートブロック

と鋼部材フランジ間のずれ変位，スタッドのひずみな

どを測定した．コンクリートブロックと鋼部材フラン

ジ間のずれ変位は，スタッド 1段配置ではスタッド配

置位置で，スタッド 3段配置では中央のスタッド配置

位置で，高感度変位計を用いて，それぞれのフランジ

の両側計 4箇所で測定した．スタッドのひずみは合成

はり試験体と同様にずれに伴うスタッドの曲げひずみ

を測定できるように，スタッド中央高さで挟み込むよ

うに 2枚のひずみゲージを貼付した．

(5) 実験結果と考察

押抜き試験時において，GS-Fの試験時に測定器の不

調により，載荷荷重以外の測定値が測定できなかった．

そのため以下では他の 5体の試験体についての結果を

示し，考察を行う．

図–13に各試験体のせん断力とずれ変位の関係を示

す．縦軸は，載荷荷重をそれぞれ配置したスタッド本数
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図–14 スタッド曲げひずみ－ずれ変位関係

で除したスタッド 1本当りのせん断力を，横軸は 4箇

所で測定したずれ変位の平均値を示している．この図

から，せん断耐力はUGS-F，UGS-M，GSm-F，GSm-

M，GS-Mの順に小さくなっており，それぞれのせん

断耐力も表–4に示した．なお，UGS-FおよびUGS-M

の破壊形態はスタッドのせん断破壊であるが，GS-M，

GSm-F，GSm-Mの破壊形態は箱抜き部付近のコンク

リートブロックのひび割れによるもので，スタッドの

せん断破壊は生じなかった．

以上のように，グループスタッドを有するスタッド

3段配置のせん断耐力が，場所打ちコンクリートブロッ

クを有するスタッド一段配置のせん断耐力よりも小さ

い．この理由は，前者のグループスタッドに作用する

総せん断力に対して，コンクリートブロックの寸法が

相対的に小さく，ひび割れが生じたためであると考え

られる．また，それぞれ同種の試験体では，固定支持

の場合のせん断耐力よりも可動支持の場合のせん断耐

力のほうが小さい．

図–14には，押抜き試験体に加えて，はり試験体に

おけるスタッドの曲げひずみとずれ変位の関係を示す．

縦軸が曲げひずみを，横軸はずれ変位を表している．押

抜き試験では，ずれ変位は 4箇所で計測した値の平均

値であり，曲げひずみは 3段配置の 2段目のスタッドの

曲げひずみの平均値である．一方，はり試験体では，そ

れぞれ左支点から図中に示す数値までの位置のスタッ

ドのずれ変位および同スタッドの曲げひずみである．ま

た，赤線が場所打ち床版を有するはり試験体および 1

段配置の押抜き試験体の結果を表し，緑線がモルタル

層のない PCa床版を有するはり試験体および対応する

3段配置の押抜き試験体の結果であり，青線がモルタ

ル層をもつ PCa床版を有するはり試験体および対応す

る 3段配置の押抜き試験体の結果である．さらに，実

線および青い一点鎖線がはり試験体の結果，点線が固

定支持の押抜き試験体の結果，破線が可動支持の押抜

き試験体の結果である．なお，PCa-GS1の曲げ耐力は

他より小さく，図–8に示すように曲げ耐力時の最大ず

れ変位は 1mm以下であるので，緑実線の関係は判読

しにくいが，1mm弱までは緑破線のGS-Mの関係に近

似している．

この図から，ずれ変位が 1mm程度までは，赤線の場

所打ち床版に対応する曲げひずみが同じずれ変位に対

してPCa床版に対応する曲げひずみよりも値が大きい．

これは，箱抜き部モルタルの圧縮強度がコンクリート

の圧縮強度よりも大幅に大きく，剛性も高いためと考

えられる．また，ずれ変位 1.5mm程度までは，赤線お

よび青線同士が同じような挙動を示していることから，

押抜き試験体中のスタッドの挙動ははり試験体中のス

タッドの挙動をある程度再現していると言える．なお，

ここに示したスタッドの曲げひずみとずれ変位の関係

においては，押抜き試験体の支持条件の影響はあまり

認められない．

4. おわりに

本研究では，場所打ち RC床版を有する合成はり試

験体と，グループスタッド配置数やモルタル層の有無

などを変化させた PCa床版を有する合成はり試験体の

静的載荷試験を行った．そして，それらの結果を使用

性，耐荷性の限界状態の観点から，相互に比較して考

察を行った．さらに，対応する押抜き試験体を用いた

載荷実験を行い，合成はり試験体の結果と比較して考

察した．その結果得られた主な知見を以下に示す．

1. 本研究で実験を行った場所打ち RC床版を有する

合成はり試験体とPCa床版を有する合成はり試験

体において，鋼はり下縁降伏時を使用性の限界状

態とした場合，グループスタッド配置数を 25

2. 鋼はり下縁降伏時のはり高方向ひずみ分布には不

完全合成はりの挙動が認められる．

3. 場所打ち RC床版を有する合成はり試験体はもち

ろん，PCa床版を有する合成はり試験体でグルー

プスタッド配置数を 25

4. 押抜き試験の結果から，スタッドをグループ配置

した場合のほうが，スタッドを 1段に配置した場

合よりも，スタッド 1本当たりのせん断耐力は小

さい．この理由は，グループスタッドを配置した

場合に生じるせん断力に対して用いたコンクリー

トブロックの寸法が小さく，コンクリートブロッ

クにひび割れが生じたためである．

5. 場所打ち RC床版を有する合成はり試験体および

PCa床版を有する合成はり試験体に対応する押抜

き試験体中のスタッドのずれ変位と曲げひずみ関

係は，ずれ変位が 1.5mm程度までそれぞれ対応す

るはり試験体中のスタッドのずれ変位と曲げひず

み関係に近似している．

ただし，グループスタッドを有する合成はりの限
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界状態と耐荷挙動の関係は，鋼はりやコンクリー

ト床版の寸法，載荷・支持条件の影響を受けると

予想される．したがって，実構造物の諸元を有す

る合成はりにおける限界状態と耐荷挙動の関係は，

数値解析などにより検討したいと考えている．
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